
１　予算規模

【総括表】 （単位：千円，％）

補正前の額 補正額 補正後の額 前年同期比較

14,455,262 107,210 14,562,472 △ 24.2

国 民 健 康 保 険 3,922,472 3,922,472 5.5

後 期 高 齢 者 医 療 610,490 610,490 △ 1.4

住宅新築資金等貸付事業 2,187 2,187 77.4

介 護 保 険 3,856,676 2,272 3,858,948 1.8

畑地かんがい給水事業 49,907 49,907 △ 14.5

益 坂 財 産 区 6,195 6,195 △ 5.0

工 業 団 地 開 発 事 業 26,851 26,851 4.8

小 計 8,474,778 2,272 8,477,050 3.1

水 道 事 業 1,043,802 1,043,802 △ 3.2

下 水 道 事 業 3,144,421 3,144,421 1.2

小 計 4,188,223 4,188,223 0.0
27,118,263 109,482 27,227,745 △ 13.9

２　予算の概要

（単位：千円）

補正額

・ 25,277

・ 27,474

・ 33,989

主　な　内　 容

保育所等整備事業補助金

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

〔内容〕感染症対策衛生備品等整備事業　4,508
　　　　庁舎自動水栓改修事業          1,502
　　　　庁舎自動ドア設置事業　　　　　3,349
　　　　感染症予防衛生物品配布事業　　9,735
　　　　学校保健特別対策事業          2,500
　　　　新成人特別記念品贈呈事業　　　3,683

　令和3年度一般会計補正予算（第3号）は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業、子育て
世帯生活支援特別給付金給付事業及び保育所等整備事業補助金等、早期に対応が必要となった経費
を計上しています。
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３　事業概要

■【一般会計】

[歳　出]　
区分 費目 事 業 名 補正額 特定財源 一般財源

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業 25,277 45,313 △ 20,036

⼦育て世帯⽣活⽀援特別給付⾦給付事業 27,474 27,474 0

保育所等整備事業補助⾦ 33,989 30,213 3,776

[歳　入]　

■【介護保険特別会計】

⺠⽣費 児童福祉総務費

〔事業概要〕
　新型コロナウイルス感染症による経済的な影響の長期化に伴い、困窮する子育て
世帯の生活支援を行うため、低所得の子育て世帯に対し、子育て世帯生活支援特別
給付金を給付する。

〔財源〕子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外）事業費補助金 26,050
　　　　子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外）事務費補助金  1,424

⺠⽣費 児童福祉総務費

　○補正予算額

　○補正後予算額

　　　１０７，２１０千円（特定財源　111,082千円　一般財源　△3,872千円）

１４，５６２，４７２千円

（単位：千円）

財政調整基金繰入金　△３，８７２千円

〔事業概要〕
　0歳～2歳児までの保育施設利用定員の拡大を図るため、法人が行う小規模保育事
業所の整備に要する経費に対し、補助金を交付する。

〔財源〕保育所等整備交付金　30,213

総務費/⺠⽣
費/教育費

企画費/新型コロナ
ウイルス感染症対
応地方創⽣事業費/
児童福祉総務費/児
童福祉施設費/認定
こども園費/学校管
理費/学校保健特別
対策事業費/幼稚園
費/社会教育総務費

〔事業概要〕
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、3歳～中学校3年生までの生徒・児
童等に対し、マスクを配布するとともに、衛生備品等の整備、本庁舎内の自動水栓
化及び自動ドアの新設等を行う。
〔内容〕感染症対策衛生備品等整備事業　4,508
　　　　庁舎自動水栓改修事業          1,502
　　　　庁舎自動ドア設置事業　　　　　3,349
　　　　感染症予防衛生物品配布事業　　9,735
　　　　学校保健特別対策事業          2,500
　　　　新成人特別記念品贈呈事業　　　3,683

〔財源〕新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　44,113
　　　　学校保健特別対策事業費補助金                     1,200

　○補正予算額

　○補正後予算額 　３，８５８，９４８千円

　（補正理由） 　会計年度任用職員事業費の増等による。

　　　　　２，２７２千円（特定財源　1,313千円　一般財源　959千円）
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